
CLTなどの木造床版ビス打ちロボット

近年、急激に需要が増加している中大規模木造の建築工事において、CLT床版の
スプライン接合などの現場接合部では大量のビス打ち作業が必要となっている。
ビス打ち作業を機械化することで生産性の向上や苦渋作業の軽減を図った。

Robo-Slab Fastener

開発の背景

技術の用途

CLTのスプライン接合や床の合板張りなどに

おけるビス打ち作業に対応する。

手作業によるビス打ち

CLTスプライン接合などでのビス打ち作業を自動化。
墨出しも不要となる。
ビス打ちピッチ、施工距離などの条件を入力

することで自動でビス打ち施工を行うことが

出来る。ビス打ちの為の墨出しも不要となる。

ビス打ち施工状況

CLTのスプライン接合だけでなく、あらゆる木造床版のビス打ち作業に対応できるように適用

範囲を拡大して生産性向上を図ることで、木質構造建築のさらなる普及・発展に貢献できると

考えている。さらに、木造以外のビス打ち作業への展開も期待できる。

機能

手作業の５倍のビスが打てる！
80%以上の省人化を実現！
手作業1200本/日 ロボット6400本/日

導入効果

今後の可能性

技術の諸元

会社名：

部署名：
T E L ：

清水建設株式会社

生産技術本部
03-3561-4020

開発元 お問い合わせ先

ビス打ち施工の出来栄え

CLTなどの木造床版施工の効率化を実現
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